
改
造
事
業
の
早
期
完
成
は
悲
願
で

す
。

　
そ
こ
で
、
阿
南
市
は
、
平
成
20

年
に
道
路
、
河
川
改
修
の
期
成
同

盟
会
（
会
長
＝
平
尾
勲
雄
阿
南
商

工
会
議
所
会
頭
）
を
結
成
し
、
猛

烈
な
陳
情
活
動
を
繰
り
広
げ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
の
ス
タ
イ
ル
は
、

行
政
、
議
会
、
経
済
界
、
市
内
各

種
団
体
の
長
を
含
む
、
官
民
合
同

の
阿
南
方
式
と
も
呼
ば
れ
る
活
動

で
す
。

　
県
、
国
土
交
通
省
四
国
整
備
局
、

国
土
交
通
省
本
省
、
財
務
省
主
計

局
、
国
会
議
員
へ
の
度
重
な
る
陳

情
活
動
に
よ
り
、
順
調
に
国
の
予

算
が
つ
き
は
じ
め
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
こ
の
勢
い
を
大
切
に
、

市
内
の
重
点
施
策
を
官
民
一
体
と

な
っ
て
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

「
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
一
環
と
し
て
、
四
国
東
南
部
地

域
に
お
け
る
地
域
間
交
流
や
、
経

済
活
動
の
促
進
。
さ
ら
に
は
、
日

本
で
５
地
域
目
と
な
る
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
（
大
地
の
公
園
）
に
認
定

さ
れ
た
室
戸
地
域
な
ど
へ
の
ア
ク

セ
ス
性
向
上
に
よ
る
観
光
客
数
の

増
加
等
、
地
域
の
活
性
化
に
大
き

な
役
割
を
果
た
す
「
元
気
の
道
」

と
な
る
と
と
も
に
、
津
波
の
影
響

を
受
け
に
く
い
内
陸
部
を
通
過
す

る
ル
ー
ト
は
、
災
害
時
や
、
救
急

救
命
医
療
時
に
お
け
る「
命
の
道
」

と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
河
川
事
業
で
は
、
私
た

ち
が
暮
ら
す
那
賀
川
流
域
は
、
過

去
幾
多
の
洪
水
、
渇
水
に
悩
ま
さ

れ
て
お
り
、
最
近
で
は
平
成
16
年

の
相
次
ぐ
台
風
に
よ
る
浸
水
被
害

や
、
２
年
ご
と
に
起
こ
る
異
常
渇

水
に
よ
り
、
住
民
や
農
業
、
工
業

関
係
者
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。

　
那
賀
川
の
水
と
と
も
に
生
き
る

私
た
ち
に
と
っ
て
市
内
の
深
瀬

（
約
８
０
０
㍍
）、加
茂（
約
９
０
０

㍍
）、
持
井
（
約
１
０
０
㍍
）
地

区
の
堤
防
整
備
と
、
長
安
口
ダ
ム

量
水
器
の
位
置
確
認
の

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

上
水
道
情
報
管
理
デ
ー
タ
を
整

備
し
、
上
水
道
施
設
の
適
正
な
管

理
と
復
旧
作
業
を
迅
速
に
行
う
た

め
の
立
ち
入
り
調
査
を
行
い
ま
す
。

調
査
を
行
う
際
は
事
前
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

調
査
地
区　
伊
島
町
、
津
乃
峰
町
、

大
潟
町
、
見
能
林
町

調
査
内
容　
▼
道
路
内
の
水
道
管

の
埋
設
位
置
や
弁
栓
類
の
調
査
▼

各
戸
の
量
水
器
の
位
置
確
認

期
間　

９
月
～
平
成
26
年
３
月

（
予
定
）

※
調
査
員
は
阿
南
市
水
道
部
委
託

者
の
腕
章
を
つ
け
、
調
査
業
務
従

事
者
の
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま

す
。
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
水
道
部
工
務
課

（
☎
22

－

３
２
９
５
）
へ

物
品
購
入
等
の
指
名
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請（
追
加
申
請
）

の
受
付

　

平
成
25
年
度
に
市
が
発
注
す
る

物
品
購
入
等
の
指
名
競
争
入
札
に

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
「
指
名

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

書
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。た
だ

し
、
平
成
24
年
中
お
よ
び
平
成
25

年
１
月
11
日
～
２
月
12
日
ま
で
の

間
に
申
請
さ
れ
た
方
は
不
要
で
す
。

提
出
期
間　
８
月
１
日
㈭
～
９
月

２
日
㈪
（
土
、
日
曜
日
除
く
）

物
品
購
入
等
の
種
類　
備
品
、
消

耗
品
類
お
よ
び
原
材
料
品
（
工
事

用
原
材
料
を
含
む
）
な
ど
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
管
財

課
（
☎
22

－

３
８
０
４
）
へ　

阿
南
市
へ

●
金
１
０
０
万
円

日
開
野
町　

ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ

阿
南
店　

戎
谷
一
平
様
か
ら
文

化
振
興
事
業
資
金
と
し
て

●
金
10
万
円

見
能
林
町　

柿
谷
実
智
子
様
か

ら
文
化
振
興
事
業
資
金
と
し
て

お
く
り
も
の

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～
阿
南
方
式
の
陳
情
活
動
～

　
阿
南
市
の
国
へ
の
重
点
要
望
は
、

大
き
く
道
路
と
河
川
の
２
点
が
あ

り
ま
す
。

　
道
路
は
、
現
在
小
松
島
市
で
工

事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い

る
、
阿
南
市
と
小
松
島
市
、
徳
島

市
、
鳴
門
市
を
結
ぶ
「
四
国
横
断

自
動
車
道
」
お
よ
び
阿
南
市
か
ら

高
知
県
安
芸
市
ま
で
を
結
ぶ
地
域

高
規
格
道
路
「
阿
南
安
芸
自
動
車

道
」
関
連
の
、
桑
野
道
路
、
福
井

道
路
の
整
備
促
進
と
早
期
完
成
で

す
。

　
特
に
、
阿
南
安
芸
自
動
車
道
は

ね
た
き
り
高
齢
者
見
舞
金

支
給
申
請
の
受
付

支
給
対
象　
次
の
全
て
の
要
件
を

満
た
す
方

・
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
で
、

年
齢
が
満
65
歳
以
上
の
方

・
同
年
９
月
１
日
現
在
で
、
市
内

に
居
住
さ
れ
て
い
る
方
（
入
所

ま
た
は
長
期
入
院
等
を
除
く
）

・
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い

る
方
で
、
引
き
続
き
３
カ
月
以

上
老
衰
等
の
た
め
、
常
時
ね
た

き
り
状
態
が
継
続
す
る
と
認
め

ら
れ
る
方
（
生
活
活
動
範
囲
が

屋
内
に
限
ら
れ
る
方
）

支
給
金
額　
６
千
円
（
年
１
回
）

申
請
方
法　
８
月
２
日
㈮
ま
で
に

お
近
く
の
民
生
委
員
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
介
護
・
な
が
い

き
課
（
☎
22

－

１
７
９
３
）
へ

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」

　

消
防
本
部
で
は
、
救
急
医
療
週

間
（
９
月
８
日
㈰
～
14
日
㈯
）
に

合
わ
せ
て
、
救
命
講
習
を
実
施
し

ま
す
。
も
し
も
の
時
の
た
め
に
応

急
手
当
の
基
本
（
心
肺
蘇
生
法
・

Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
法
）
を
学
び
ま
せ
ん

か
。

上
級
救
命
講
習　
９
月
８
日
㈰　

午
前
９
時
～
午
後
６
時（
８
時
間
）

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務

し
て
い
る
15
歳
以
上
の
方

場
所　
消
防
本
部
３
階　

ホ
ー
ル

定
員　
30
人
（
先
着
順
で
、
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

受
付
期
間　
８
月
１
日
㈭
～
31
日

㈯申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
阿
南

市
消
防
本
部（
☎
22

－
１
１
２
０
）

へ
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
の
開
催

日
時　
９
月
26
日
㈭
・
27
日
㈮
の

２
日
間　

午
前
９
時
20
分
～
午
後

４
時
30
分

場
所　
消
防
本
部
３
階　

ホ
ー
ル

定
員　
60
人
（
先
着
順
で
、
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

受
講
料　
無
料
（
た
だ
し
、
別
途

テ
キ
ス
ト
代
３
３
０
０
円
程
度
必
要
）

申
込
期
間　
８
月
12
日
㈪
～
９
月

12
日
㈭

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
消
防

本
部
予
防
課（
☎
22

－

３
７
９
９
）

へ

平
和
を
祈
り
１
分
間
の
黙
と
う
を

　

昭
和
20
年
、
広
島
と
長
崎
に
原

爆
が
投
下
さ
れ
、
日
本
は
唯
一
の

被
爆
国
と
な
り
終
戦
を
迎
え
ま
し

た
。

　

犠
牲
者
の
ご
冥
福
と
核
も
戦
争

も
な
い
平
和
な
世
界
を
願
い
、
家

庭
や
職
場
お
よ
び
地
域
で
１
分
間

の
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。

広
島　
８
月
６
日
㈫

　
　
　

午
前
８
時
15
分

長
崎　
８
月
９
日
㈮

　
　
　

午
前
11
時
２
分

終
戦　
８
月
15
日
㈭

　
　
　

正
午

　
　
　
　
　
　
　
　

企
画
政
策
課

「
古
文
書
を
読
む
会
」
の
開
催

　

初
心
者
を
対
象
と
し
た
「
古
文

書
を
読
む
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

多
数
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
時　
９
月
～
平
成
26
年
２
月
ま

で
の
毎
月
第
２
水
曜
日　

午
後
１

時
30
分
～
３
時

場
所　
阿
南
図
書
館
３
階　

視
聴

覚
室

募
集
人
数　
20
人
程
度

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

に
な
り
ま
す
。

申
込
方
法　
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
記
入
の
う
え
、
は
が
き
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
目

的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

申
込
締
切
日　
８
月
20
日
㈫

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

〒
７
７
４

－

０
０
１
１　

領
家
町

本
荘
ケ
内
１
２
１
番
地　

阿
南
図

書
館
内　

市
史
編
さ
ん
室
（
☎
22

－

１
５
７
３
）
へ

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

短
期
講
座
「
カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー
」

受
講
者
募
集

　

イ
ン
テ
リ
ア
、
生
活
に
役
立
つ

カ
ラ
ー
を
見
つ
け
よ
う
！

日
時　
９
月
17
日
㈫
、
10
月
１
日

㈫
、
15
日
㈫
、
29
日
㈫
（
全
４
回
）

午
後
７
時
～

場
所　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

定
員　
20
人

対
象
者　
市
内
に
居
住
ま
た
は
職

場
を
有
す
る
35
歳
ま
で
の
勤
労
青

少
年
（
学
生
を
除
く
）

受
講
料　
テ
キ
ス
ト
代
５
０
０
円

（
前
納
）

※
当
ホ
ー
ム
未
登
録
者
は
、
入
会

費
１
０
０
０
円
が
必
要

講
師　
山
富
秀
世
さ
ん

申
込
締
切
日　
９
月
10
日
㈫

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
42

－

４
５
７

２
）
へ
（
受
付
時
間　

土
・
日
・

祝
日
を
除
く
午
後
１
時
～
９
時
）

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
４
万
９
０
８
６
円

見
能
林
町　

翔
カ
ラ
オ
ケ
愛
好

会　

代
表
白
浜
和
子
様
か
ら
第

20
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
歌
謡
シ
ョ
ー

「
あ
じ
さ
い
の
宴
」
に
お
け
る

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
を
地
域
福

祉
事
業
活
動
資
金
と
し
て

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

住宅用火災報知器
付け忘れはないですか

　

私
こ
と
、
こ
の
た
び
任
期
満

了
に
よ
り
平
成
25
年
6
月
30
日

付
を
も
ち
ま
し
て
、
阿
南
市
政

策
監
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

２
期
４
年
間
の
在
任
中
に
は
、

皆
様
方
の
温
か
い
ご
指
導
、
ご

支
援
を
賜
り
、
新
ご
み
処
理
施

設
の
建
設
な
ど
大
型
事
業
の
円

滑
な
推
進
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
心
か
ら

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
阿
南
市
の
益
々
の
ご

発
展
と
皆
様
方
の
一
層
の
ご
健

勝
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、

退
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

前
阿
南
市
政
策
監　

勝
瀬 

修
平

河川関連　当初予算（補正含めず）
単位：億円

年度 長安口ダム
改 造 事 業

河川改修
事　　業 地震津波対策事業

H21 10.31 4.58 　　　

H22 12.80 4.40 　　　

H23 25.31 4.46 　　　

H24 42.39 4.23 27.50

H25 43.36 4.20 58.01

深瀬、加茂地
区の築堤事業

辰巳地区を中心とす
る那賀川、桑野川の
地震津波対策事業

小松島市田野町で進む四国横断自動車道建設工事
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「日本女性会議〈男女共同参画〉2013 あなん」全国大会 2013年
10月「第12回全国歴史の道会議 徳島県大会」 成功させよう !

　
「
第
12
回
全
国
歴
史
の
道
会
議
徳
島
県
大
会
」

の
概
要
が
ま
と
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

10
月
19
日
㈯
に
阿
南
市
文
化
会
館
・
夢
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
る
講
演
会
は
、
文
化
庁
記
念
物
課
史
跡

部
門
主
任
の
佐
野
義
行
文
化
財
調
査
官
を
お
招
き

し
て
「
歴
史
の
道
の
可
能
性
」
に
つ
い
て
講
演
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
徳
島

県
内
で
遍
路
文
化
の
研
究
・
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
６
人
の
先
生
方
に
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
遍

路
道
文
化
に
関
係
す
る
講
演
お
よ
び
報
告
が
あ
り

ま
す
。

　

日
程
は
、
午
後
１
時
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で

の
長
時
間
の
会
で
す
が
、
最
新
の
研
究
や
遍
路
道

に
関
わ
る
地
域
の
活
動
を
聞
け
る
貴
重
な
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
遍
路
道
の
世
界
遺
産
登
録
に
向

け
て
弾
み
と
な
る
よ
う
な
会
に
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
２
日
目
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の

概
要
は
、
次
回
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
参
加
費
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

文
化
振
興
課
（
☎
22

－

１
７
９
８
）
へ

　

平
成
20
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
耐
震
補
強
工
事
に
つ
い
て
、

昨
年
度
は
大
野
、
今
津
、
岩
脇
、

羽
ノ
浦
小
学
校
お
よ
び
羽
ノ
浦
中

学
校
で
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
、

平
成
24
年
度
末
現
在
の
耐
震
化
率

は
89
・
６
％
と
な
り
ま
し
た
。
今

年
度
は
、
今
津
小
学
校
の
旧
屋
内

運
動
場
解
体
工
事
、
新
野
中
学
校

屋
内
運
動
場
耐
震
補
強
工
事
を
実

施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
校
舎
改
築
工
事
は
、
昨

年
度
に
阿
南
第
一
、
那
賀
川
中
学

校
の
校
舎
棟
の
改
築
が
完
了
し
、

現
在
、
外
構
工
事
等
の
整
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
今
年
度
中

に
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　

阿
南
中
学
校
改
築
工
事
は
、
今

年
度
中
に
校
舎
棟
の
改
築
を
完
了

し
、
屋
内
運
動
場
の
改
築
や
グ
ラ

ウ
ン
ド
整
備
を
含
め
、
平
成
27
年

度
の
完
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
教
育
委
員
会
総

務
課
（
☎
22

－

３
２
９
９
）
へ

安
全
で
安
心
な
学
校
施
設
へ
耐
震
化
が
進
ん
で
い
ま
す

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て

い
る
夫
が
病
気
で
亡
く
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
夫
の
収
入

だ
け
で
生
活
し
て
い
た
の
で
、
こ

れ
か
ら
の
生
活
が
不
安
で
す
。
な

に
か
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
年
金

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
国
民
年
金
加
入
中
の
方

や
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

る
資
格
期
間
を
満
た
し
た
方
が
亡

く
な
ら
れ
た
と
き
は
、
亡
く
な
ら

れ
た
方
に
生
活
を
支
え
ら
れ
て
い

た
「
子
の
あ
る
妻
」
ま
た
は
「
子
」

に
、
子
が
18
歳
に
達
す
る
日
以
後

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間

（
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
場
合
は

20
歳
ま
で
の
間
）、
遺
族
基
礎
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
死
亡
日
の
属
す
る
月

の
前
々
月
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
、

保
険
料
納
付
済
期
間
（
免
除
期
間

含
む
）
が
３
分
の
２
以
上
ま
た
は

直
近
１
年
間
に
保
険
料
の
未
納
が

な
い
こ
と
な
ど
の
条
件
を
満
た
す

こ
と
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
保
険
年
金
課

（
☎
22

−

１
１
１
８
）
へ

年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

ＱＡ

学校施設の耐震化の進捗状況
（平成25年3月31日現在）

学　校　数 全　棟　数
耐震補強が必
要と見込まれ
る棟数

う ち Ｈ 25
実 施 予 定 分

（改築工事を除く）

（棟） （㎡） （棟） （㎡） （棟） （㎡）

小学校 22校
校舎 53 54,921 1 326 0 0
屋体 22 15,648 1 512 ※１ ※512
計 75 70,569 2 838 ※１ ※512

中学校 10校
校舎 30 36,082 5 8,160 0 0
屋体 14 12,388 6 5,722 1 2,780
計 44 48,470 11 13,882 1 2,780

幼稚園 ９園 園舎 6 3,464 0 0 0 0
計 6 3,464 0 0 0 0

合計 41校・園

校舎 83 91,003 6 8,486 0 0
屋体 36 28,036 7 6,234 2 3,292
園舎 6 3,464 0 0 0 0
計 125 122,503 13 14,720 2 3,292

※平成24年度末時点の状況です。なお、中学校については、今後改築予定
の棟数も含んでいます。

※幼稚園は、耐震補強完了。
（※＝解体工事）

第
３
回
阿
南
市

人
権
教
育・啓
発
市
民
講
座

日
時　
８
月
20
日
㈫　

午
後
２
時

～
３
時
30
分

場
所　
文
化
会
館
２
階　

研
修
室

演
題　
「
知
る
は
愛
の
始
ま
り
～

豊
か
な
想
像
力
で
～
」

講
師　
阿
南
市
人
権
教
育
・
啓
発

講
師
団
講
師　

美
馬
育
子
さ
ん

※
託
児
あ
り
（
要
申
込
：
８
月
12

日
㈪
ま
で
）

※
お
車
で
お
越
し
の
方
は
、
乗
り

合
わ
せ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

市
内
事
業
所
の
経
営
者・

管
理
者
の
皆
さ
ま
へ

　

本
市
は
、
差
別
落
書
き
等
の
防

止
の
た
め
に
公
共
施
設
や
量
販
店

の
ト
イ
レ
な
ど
へ
の
定
期
的
な
巡

視
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

各
事
業
所
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

人
権
を
踏
み
に
じ
る
悪
質
な
落
書

き
等
を
防
ぐ
た
め
に
、
ト
イ
レ
や

人
通
り
の
少
な
い
箇
所
の
定
期
的

な
点
検
を
実
施
し
、
特
に
ト
イ
レ

な
ど
は
明
る
く
、
清
潔
感
あ
ふ
れ

る
状
態
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

日
頃
か
ら
落
書
き
し
に
く
い
状
況

を
つ
く
る
な
ど
の
対
策
を
お
願
い

し
ま
す
。

差
別
落
書
き
を
発
見
し
た
ら

　

も
し
、
人
権
を
侵
害
す
る
よ
う

な
内
容
の
落
書
き
な
ど
を
発
見
し

た
場
合
に
は
、
消
去
せ
ず
に
、
で

き
る
だ
け
早
く
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先　
人
権
教
育
課
（
☎
22

－

３
３
９
２
）
ま
た
は
人
権
・
男
女

参
画
課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

徳
島
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ
ク
ス
と

連
携・協
力
し
た
人
権
啓
発
活
動

　

徳
島
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ
ク
ス
の

試
合
当
日
に
、
人
権
啓
発
活
動
の

一
つ
と
し
て
、
啓
発
物
品
の
配
布

な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時　
８
月
25
日
㈰　

午
後
５
時

～
（
午
後
６
時
試
合
開
始
）

※
試
合
中
止
の
場
合
は
イ
ベ
ン
ト

も
中
止
し
ま
す
。

場
所　
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ

ジ
ア
ム

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

あぶない !
こんなに事故が

交通
事故

件 数
死 者
負 傷 者

207件（1,320）
1人（  3）

30人（198）

救急 件 数
搬送人員

247件（1,674）
236人（1,593）

火災
件 数
損 害 額

1件（ 14）
23,215千円

（32,191千円）
●阿南署管内平成25年６月分合計
　カッコ内は1月からの累計

　地域住民の防災意識の高揚、地域防災力の向
上および防災関係機関の連携強化による災害対
応能力の向上を図るため、総合防災訓練を実施
します。
　訓練は、南海トラフ地震を想定して、東日本
大震災の教訓を取り入れながら、住民が主役で
参加型の内容で行う予定です。
　多くの方のご参加をお待ちしています。

日時　９月１日㈰　8:40～11:00 （小雨決行）
場所　阿南工業高等専門学校グラウンドほか
内容　自衛隊、消防防災航空隊の救助活動

周辺住民の高専校舎屋上への避難
地元消防分団操法展示等

問い合わせは　防災対策課（☎22−9191）へ

阿南市総合防災訓練を実施します

「全国歴史の道会議」概要
第30回

10月11日（金）
13:30～16:00　分科会（受付12:00～）
18:00～20:00　交流会

10月12日（土）
  9:30～10:00　開会式（受付８:30～）
10:00～10:20　基調報告
10:30～12:00　記念講演
12:00～13:30　昼食・アトラクション
13:30～15:00　記念シンポジウム
15:00～15:30　閉会式
会場：阿南市スポーツ総合センター

）設施共公内市南阿は会科分（  　　　

お問い合わせは 日本女性会議〈男女共同参画〉2013あなん実行委員会事務局

http://www.jwc2013anan.com

Tel.0884-24-3750   Fax.0884-24-3751
阿南市富岡町北通9番地　男女共同参画室分室内

参加費

申込手続き

大会のみ参加 　　　　お一人様　3,500円
大会と交流会参加 　　　　お一人様　8,500円

参加申込書に必要事項をご記入いただき
申込先へ郵送またはFAXください。
●参加申込書は「日本女性会議〈男女共同参画〉2013
あなん」のホームページからもダウンロードできます。

郵送・ＦＡＸ申込締切日

2013 年 8月 20日（火）

いきいき わくわく  小さなまちから新たなるステージ！

参加申込受付中です。皆様のご参加お待ちしています。
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○野球のまち阿南　第１回全日本学童軟式野球大会
　1日㈭　16:00～　開会式
   2日㈮　  9:00～　１回戦、２回戦
   3日㈯　  9:00～　準々決勝、準決勝
　4日㈰　  9:00～　決勝
○マスターズ甲子園徳島大会
11日㈰、17日㈯、18日㈰、24日㈯、25日㈰
11日は13:00～　その他は9:00～

○阿南市高校新人交流戦
　26日㈪、31日㈯　8:30～
○大阪市立大学　夏季合宿
　５日㈪～11日㈰　8:30～
○四国アイランドリーグplus
　25日㈰　18:00～　徳島 対 香川

問い合わせは　野球のまち推進課（☎22−1297）へ

球場へ行こう！JAアグリあなんスタジアム
８月の日程

■展示コーナー　10:00 ～ 20:00
　※初日と最終日は催しによって終了時間が異なります。

野球関連グッズ展示　８月18日㈰まで
空から眺めたKITT地区写真展　　
　　　　　　　　　　８月20日㈫～９月１日㈰
■体験コーナー参加者募集中
ゆらり竹とんぼを作ろう
　25日㈰　13:00～15:00　【申込締切日】22日㈭
阿波踊り活竹人形作り
　31日㈯　13:00～15:00　【申込締切日】29日㈭

問い合わせは　阿南光のまちステーションプラザ
　　　　　　　（☎24−3141）へ

８月の催し光のまちステーションプラザ

阿
南
警
察
署
だ
よ
り

夏
の
河
川
に
お
け
る
水
難
防
止

　

気
温
の
上
昇
と
と
も
に
河
川
を

利
用
し
て
釣
り
・
水
泳
・
キ
ャ
ン

プ
な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む

人
々
が
増
加
す
る
一
方
、
水
難
に

よ
り
尊
い
命
が
失
わ
れ
る
事
故
が

毎
年
夏
期
に
多
発
し
て
い
ま
す
。

楽
し
く
河
川
を
利
用
す
る
た
め
に

●
お
出
か
け
前
に

・
事
前
に
目
的
地
の
天
気
予
報
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
テ
ン
ト
設
営
に
つ
い
て

・
河
原
や
中
州
は
増
水
時
、
水
に

つ
か
る
の
で
避
け
ま
し
ょ
う
。

・
川
幅
の
狭
い
所
は
避
け
ま
し
ょ

う
。

・
少
し
で
も
高
く
、
水
か
ら
遠
い

所
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

・
斜
面
の
下
な
ど
は
が
け
崩
れ
の

可
能
性
が
あ
る
の
で
避
け
ま
し

ょ
う
。

●
河
川
で
の
注
意
事
項

・
ラ
ジ
オ
な
ど
で
気
象
情
報
を
聞

き
ま
し
ょ
う
。

・
サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
た
ら
川
か
ら

出
ま
し
ょ
う
。

・
水
位
が
上
が
っ
て
き
た
ら
す
ぐ

避
難
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22

－

０
１
１
０
）
へ

日時　８月24日㈯　18:00～21:00（受付17:30）
場所　北の脇海水浴場　海の家
対象　20歳以上29歳以下の独身男女
定員　男性20人
　　　女性20人
参加費　男性3,000円
　　　　女性2,000円
内容　バーベキュー、カップリング投票あり
受付期間　８月21日㈬まで  
　　　　　※定員になり次第締切
申込方法　住所・氏名・年齢・性
別・電話番号を記入のうえ、電子
メールでお申し込みください。
E-mail　konkatsu@city.anan.tokushima.jp
問い合わせは　阿南 de愛隊（ふるさと振興課内）

（☎22−7404）へ

恋活 in 北の脇 参加者募集！

　インターネットショッピングは非対面であり、多くが遠
隔地取引であるのがその特徴です。そのため、相手方と連
絡がとれなかったり、商品の未着や返品に関するトラブル
が発生しています。特定商取引法では、このようなトラブ
ルを避けるため、ショップに次の表示を義務付けています
ので、必ず確認してください。
①連絡先　住所、電話番号、責任者の氏名など
②返品特約　商品の返品の可否やその条件
（通信販売にはクーリング・オフ制度がありません。返
品特約の表示がない場合は、商品到着後８日間以内に
消費者送料負担で返品可能です。）

　なお、消費者庁越境消費者センターで、海外事業者と取
引した日本の消費者を対象にトラブルの相談を受けています。
問い合わせは　消費生活センター(☎24−3251) へ

インターネットショッピングは慎重に

ＦＭ徳島パーソナリティーの近藤公美さんが、
阿南市民の横顔を紹介！ラジオを聞いてリス
ナープレゼントをGETしよう！

８月のゲスト（予定）
  1日　古庄商工連盟会長　木田 義裕さん
  8日　阿南市セニヤクラブ連合会会長　坂東 嘉一朗さん
15日　那賀川夏まつり実行委員長代理　岡本 充律さん
22日　馬原医院院長　馬原 文彦さん
29日　かもだ岬温泉保養施設　所長代理　山田 郁夫さん
問い合わせは　商工観光労政課（☎22−3290）へ

毎週木曜日　16:30 ～ 16:50

ＦＭ徳島　阿南市ＰＲ番組

GO!GO! 阿南市わくわくラジオ

　平成26年４月に採用する職員の採用試験を次のとおり行いますので、受験希望者はお申し込みください。

申込期間　８月26日㈪～９月10日㈫
申込方法　人事課備え付けの「試験申込書」に必要事項をご記入のうえ、人事課へお申し込みください。

（申込書は８月１日以降にお渡しします。ただし、土曜日及び日曜日は除きます。）
なお、試験案内及び申込書等は阿南市ホームページ「採用情報募集」からダウンロードできます。
郵便でのお申し込みは、必ず「書留郵便」として、９月10日㈫消印のものまで有効です。
試験区分・受験資格等は下記表のとおりです。

問い合わせは　人事課（☎22－1112）へ

阿南市職員を募集します

注　意　１　申し込みできる「試験区分」は一つに限ります。
２　上級一般行政事務職員及び上級土木技術職員の教養試験及び専門試験は、大学卒業程度の筆記試験です。
３　保育士及び幼稚園教諭の教養試験及び専門試験は、短期大学卒業程度の筆記試験です。
４　初級一般行政事務職員の教養試験は、高等学校卒業程度の筆記試験です。また、適性検査は、筆記による事務適性検査です。
５　初級土木技術職員の教養試験及び専門試験は、高等学校卒業程度の筆記試験です。
６　保育所給食調理員、学校給食調理員及び運転技師の教養試験は、高等学校卒業程度の筆記試験です。また、適性検査は筆記による

労務適性検査です。
７　上級消防職員の教養試験は、大学卒業程度の筆記試験で、初級消防職員の教養試験は、高等学校卒業程度の筆記試験です。また、

適性検査は、筆記による消防適性検査です。なお、体力検査も実施しますが、欠席された場合は失格扱いとなります。
８ 第二次試験は、第一次試験の合格者を対象に、11月下旬ごろに行う予定です。

試験区分・受験資格等
試　験　区　分 採用予定人員 受　　　験　　　資　　　格

上級一般行政事務職員 11人程度 昭和58年４月２日から平成４年４月１日までに生まれた者。

初級一般行政事務職員 ５人程度
昭和62年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた者。ただ
し、学校教育法による４年制大学において、２年を超えて在籍した
者は受験できません。

上 級 土 木 技 術 職 員 ２人程度 昭和58年４月２日から平成４年４月１日までに生まれた者。

初 級 土 木 技 術 職 員 １人程度
昭和62 年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた者。ただ
し、学校教育法による４年制大学において、２年を超えて在籍した
者は受験できません。

保 育 士 10人程度 昭和58年４月２日以降に生まれ、保育士資格を有する者及び平成
26年３月31日までに当該資格を取得する見込みの者。

幼 稚 園 教 諭 ２人程度 昭和58年４月２日以降に生まれ、幼稚園教諭免許を有する者及び
平成26年３月31日までに当該免許を取得する見込みの者。

保 育 所 給 食 調 理 員 １人程度 昭和56年４月２日以降に生まれた者。ただし、学校教育法による
４年制大学卒業者は受験できません。

学 校 給 食 調 理 員 ２人程度 昭和56 年４月２日以降に生まれた者。ただし、学校教育法による
４年制大学卒業者は受験できません。

運 転 技 師 1人程度 昭和51年４月２日以降に生まれ、大型自動車免許を有する者。た
だし、学校教育法による４年制大学卒業者は受験できません。

上 級 消 防 職 員 ３人程度 昭和58年４月２日から平成４年４月１日までに生まれた者。採用
後は、市内に居住することを必要とします。

初 級 消 防 職 員 ２人程度
昭和62年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた者。ただ
し、学校教育法による４年制大学において、２年を超えて在籍した
者は受験できません。採用後は、市内に居住することを必要とします。

第一次試験日は、	全職種　10月20日㈰　
消防職員を受験される方は、10月26日㈯に体力検査を実施します。

組み合わせ表は、
市ホームページ
をご覧ください。
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